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報告概要
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人文学・社会科学分野の取り巻く環境①

＜人文学・社会科学の重要性＞
◯ 人文学・社会科学は、多様な文化や価値観に対する認識を深め、社会的な合

意形成や社会的対立の解決方法を探求する際に非常に大きな役割を持つ。

＜人文学・社会科学におけるデータの重要性＞
◯ 人文学・社会科学のデータは、人々の意識、状態、行動等を記すため、人間の

営みや社会事象を捉えることができ、社会と文化の発展にとって貴重な資源で
ある。

◯ 人文学・社会科学研究においても、データの分析は国際共同研究の重要な要
素となっており、また国際的なジャーナルへの投稿には検証可能なデータの公
開が条件となりつつある。

◯ 客観的な証拠に基づく政策立案（EBPM）をはじめ、社会の様々な意思決定な
どに不可欠な共有資産となっている。

◯ オープンサイエンスの潮流も踏まえ、欧米のみならずアジア諸国でも国家レベ
ルの取組として、データの国際的な共有・利活用の基盤が整備されている。



【基礎科学力の強化に関するタスクフォース審議のまとめ】
社会科学分野において、データプラットフォームの構築を検討する。オールジャパン体制によるデータ・サプ
ライヤーとしての機能に特化し、中立的かつ持続的な活動を可能とする組織的な枠組みとし、社会科学系
データの一元的な収集・保管・提供・活用を図る。（平成29年4月）

【学術の総合的発展をめざして～人文・社会科学からの提言～（日本学術会議）】
歴史資料・公文書・調査データなどのデータベースの構築は、人文・社会科学の新たな展開にとって不可欠
であるばかりか、国際的な共同研究の基盤形成にも必要である。（平成29年6月）
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人文学・社会科学分野の取り巻く環境②
＜我が国の現状＞
◯ 我が国では、個人研究の度合いの強い人文学・社会科学のデータの多くが個々の

研究者の管理に委ねられており、しかも、貧困や高齢化、国民意識などに関する
代表的な国際調査でさえも、調査主体である研究者グループの自主的な取組に
依っている。それらの分野を支えてきた研究者が退職時期を迎えようとする今日、
こうした取組が途絶え、或いはデータが散逸すれば、国際的な調査研究から日本
が消えてしまう危機にある。

◯ アジア諸国と比べてもデータの多言語対応は遅れており、共同研究の国際化が進
む中、日本が取り残される危機にある。

◯ データの共有が進まないこともあり、研究者がそれぞれに同様の調査、データの編
集等を行うことにより、研究活動の効率性を損ね、国際競争力のある研究とその発
信が弱化する懸念がある。
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日本学術振興会での取組

◯ 人文学・社会科学分野の振興を目的として、平成３０年度より、
「人文学・社会科学データインフラストラクチャー構築推進事業」を新設。
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人文学・社会科学データインフラストラクチャー構築推進事業での取組①

拠点

拠点

拠点

拠点

拠点

拠点

拠点

拠点

中核

データ利活用システムの構築
（中核機能の構築）

国内外に開かれた分野横断的な
データ利活用のシステムを構築す
るため、拠点間の強力な連携協働
により、

・データ公開、利用、権利関係等
の共通ガイドラインの策定

・分野横断的な総合的なデータ
カタログを整備

・オンライン分析システムの開発
研究

・公開シンポジウムの開催や
ニュースレターの配信等を推進

研究者が共にデータを
共有・利用しあう文化を醸成

データ共有基盤の構築
（拠点機能の強化）

各分野で拠点的取組を行う組織が相
互に連携しながら、それぞれの分野
の研究者コミュニティの拠点となり、

・データ・アーカイブ機能の強化
（共有化）

・海外発信・連携機能の強化
（国際化）

・データ間の時系列等接続関係の
整備（連結化）

データ分析に基づく
人文学・社会科学
研究の飛躍的発展

日本の人文学・社会科学研究の
「見える化」による国際共同研究の強化



中核（日本学術振興会）機能の構築 拠点（研究機関）機能の強化

・データ所在・状態把握
・継続的な事業周知・広報
・共通ガイドラインの検討・策定
・総合的なデータカタログ提供基
盤の開発

・オンライン分析システムの開発
・国際的な連携・発信

・データ収集・アーカイブ化
・データ・ドキュメンテーション
・データ多言語化
・公開支援
・データ連結化

拠点 拠点 拠点 拠点

・人文学・社会科学の調査研究データの拠点を、業務を委託することにより実施

データ共有基盤の構築により
人文学・社会科学研究データの

公開・共有化の大幅進展

データの利活用システムの構築
により人文学・社会科学研究データ

利活用の大幅進展を支援

拠点 拠点
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人文学・社会科学データインフラストラクチャー構築推進事業での取組②



中核（日本学術振興会）機能の構築

機関名 研究所等名

大阪商業大学
大阪商業大学ＪＧＳＳ研究
センター

慶應義塾大学
経済学部附属経済研究所
パネルデータ設計・解析セ
ンター

東京大学
社会科学研究所附属社会
調査・データアーカイブ研
究センター

一橋大学 経済研究所

機関名 研究所等名

日本学術振興
会

人文学・社会科学
データインフラストラク
チャー構築推進セン
ター

情報・システム
研究機構 国立情報学研究所※

※総合的なデータカタログ提供基盤の開発
※オンライン分析システムの開発
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拠点（研究機関）機能の強化

人文学・社会科学データインフラストラクチャー構築推進事業での取組③
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人文学・社会科学系学術的調査データの現状に関する調査①

◯ 目的：人文学・社会科学の分野における学術的調査データの現状や保管状況
等について基本的な情報を収集し、今後の事業展開のための基礎資料とする。

◯ 調査対象者：国内の大学等（約1900機関）に所属する人文学・社会科学分野
もしくは、当該分野に関わる学際的な領域において学術的調査を実施し、調
査データを収集・分析して学術研究を推進した研究者。
（特に過去約20年間に科研費に採択されたことのある研究代表者）

◯ 調査方法：インターネットを利用したオンライン調査形式

◯ 調査時期：平成30年5月7日～平成30年6月20日

◯ 回答者数：3956
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保管状態 N ％

自身が保管している 1517 58.44

他者もしくは機関が保管

している
343 13.21

廃棄した 580 22.34
その他 66 2.54
不明 90 3.47
計 2596 100.00

電子ファイル化 N

されている 1674

されていない 912

不明 10

計 2596

調査票保管状態 素データを電子ファイル化
しているか

人文学・社会科学系学術的調査データの現状に関する調査②


問２の回答パターン

						問２で「よくある」もしくは「ある」と回答した肢問の数 ト カイトウ シモン カズ

						肢問の数 シモン カズ		N		％

						0		595		15.0

						1		521		13.1

						2		660		16.6

						3		1014		25.6

						4		1175		29.6

						計 ケイ		3965		100.0





問２

						(1) 定量的な社会調査データ		(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ		 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料		(4)既存統計データ

				よくある		891		934		533		1037

				ある		1575		1603		1116		1894

				ない		1499		1428		2316		1034

				合計		3965		3965		3965		3965





問２　次のようなデータや資料を利用することはどの程度ありますか？



よくある	

(1) 定量的な社会調査データ	(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ	 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料	(4)既存統計データ	891	934	533	1037	ある	

(1) 定量的な社会調査データ	(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ	 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料	(4)既存統計データ	1575	1603	1116	1894	ない	

(1) 定量的な社会調査データ	(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ	 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料	(4)既存統計データ	1499	1428	2316	1034	









問３，４

						他研究者の公開データ・資料の利用		データはできるだけ公開されるべきだ コウカイ

				賛成		50.8		27.8

				原則として賛成だが、いくつか注意すべき点がある		43.4		68.9

				賛成しがたい		5.8		3.2



				自分の研究に必要であれば、積極的に利用したい

				場合によっては利用することもありうる

				たぶん利用しない



オープンサイエンスの考え方とデータの利用





他研究者の公開データ・資料の利用	データはできるだけ公開されるべきだ	50.819672131147541	27.843631778058008	

他研究者の公開データ・資料の利用	データはできるだけ公開されるべきだ	43.354350567465325	68.928121059268605	

他研究者の公開データ・資料の利用	データはできるだけ公開されるべきだ	5.8259773013871374	3.2282471626733922	







問５

								(1) 定量的な社会調査		(2) 聞き取りなどを用いた質的な社会調査		(3) 文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査		(4) 既存資料や既存の統計資料の情報をもとにした独自のデータの作成		(5) その他の種類のデータの収集

						ある		44.2		57.0		30.1		53.0		51.6

						ない		55.8		43.0		69.9		47.0		48.4



問５　これまでの研究活動



ある	

(1) 定量的な社会調査	(2) 聞き取りなどを用いた質的な社会調査	(3) 文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査	(4) 既存資料や既存の統計資料の情報をもとにした独自のデータの作成	(5) その他の種類のデータの収集	44.237074401008826	56.973518284993695	30.063051702395963	53.013871374527113	51.576292559899116	ない	

(1) 定量的な社会調査	(2) 聞き取りなどを用いた質的な社会調査	(3) 文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査	(4) 既存資料や既存の統計資料の情報をもとにした独自のデータの作成	(5) その他の種類のデータの収集	55.762925598991174	43.026481715006305	69.936948297604033	46.986128625472887	48.423707440100884	









問８(1)(2)

										(1) これまでの定量的な社会調査への参加		(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの

								1～4		51.7		45.2

								5～9		22.5		13.4

								10～19		14.3		7.4

								20以上		11.5		3.8

								ゼロ		0.0		30.3

																1以上 イジョウ		1240



参加した定量的社会調査の数



1～4	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	51.741573033707866	45.163104611923508	5～9	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	22.471910112359552	13.385826771653543	10～19	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	14.269662921348315	7.4240719910011252	20以上	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	11.51685393258427	3.7682789651293587	ゼロ	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	0	30.258717660292465	









問９分布

						調査数 チョウサ スウ		回答者 カイトウシャ

						１件 ケン		1232

						２件 ケン		583

						３件 ケン		385

						４件 ケン		237

						５件 ケン		159

						合計 ゴウケイ		2596

				年代 ネンダイ		N		％

				1989年以前		41		1.58

				1990-99		169		6.51

				2000-09		609		23.46

				2010-19		1707		65.76

				不明		70		2.70

				計 ケイ		2596		100.00







				回収票数 カイシュウ ヒョウスウ		N		％

				500未満		1547		59.59

				500以上2000未満		705		27.16

				2000以上5000未満		168		6.47

				5000以上		130		5.01

				不明 フメイ		46		1.77

				計 ケイ		2596		100.00

				保管状態 ホカン ジョウタイ		N		％

				自身が保管している		1517		58.44

				他者もしくは機関が保管している		343		13.21

				廃棄した		580		22.34

				その他		66		2.54

				不明		90		3.47

				計 ケイ		2596		100.00

				電子ファイル化 デンシ カ		N

				されている		1674

				されていない		912

				不明 フメイ		10

				計 ケイ		2596

				データ公開の状況 コウカイ ジョウキョウ		N		％

				公開中 コウカイチュウ		355		13.7

				公開準備中 コウカイ ジュンビチュウ		156		6.0

				公開していない コウカイ		2073		79.9

				不明 フメイ		12		0.5

				計 ケイ		2596		100.0

				データを公開する可能性 コウカイ カノウセイ

				可能 カノウ		79

				公開に向けたサポートがあれば可能		512

				不可能 フカノウ		920

				不明 フメイ		562

						2073





オープン✕公開

								公開中 コウカイチュウ		公開準備中 コウカイ ジュンビチュウ		公開していない コウカイ

						賛成 サンセイ		142		67		522		731

						注意すべき点がある		211		89		1473		1773

						賛成しがたい		2		0		78		80

														2584

						列1		列2		列3		列4		列5

								公開中 コウカイチュウ		公開準備中 コウカイ ジュンビチュウ		公開していない コウカイ		計 ケイ

						賛成 サンセイ		19.4		9.2		71.4		100.0

						注意すべき点がある		11.9		5.0		83.1		100.0

						賛成しがたい		2.5		0.0		97.5		100.0






問２の回答パターン

						問２で「よくある」もしくは「ある」と回答した肢問の数 ト カイトウ シモン カズ

						肢問の数 シモン カズ		N		％

						0		595		15.0

						1		521		13.1

						2		660		16.6

						3		1014		25.6

						4		1175		29.6

						計 ケイ		3965		100.0





問２

						(1) 定量的な社会調査データ		(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ		 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料		(4)既存統計データ

				よくある		891		934		533		1037

				ある		1575		1603		1116		1894

				ない		1499		1428		2316		1034

				合計		3965		3965		3965		3965





問２　次のようなデータや資料を利用することはどの程度ありますか？



よくある	

(1) 定量的な社会調査データ	(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ	 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料	(4)既存統計データ	891	934	533	1037	ある	

(1) 定量的な社会調査データ	(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ	 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料	(4)既存統計データ	1575	1603	1116	1894	ない	

(1) 定量的な社会調査データ	(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ	 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料	(4)既存統計データ	1499	1428	2316	1034	









問３，４

						他研究者の公開データ・資料の利用		データはできるだけ公開されるべきだ コウカイ

				賛成		50.8		27.8

				原則として賛成だが、いくつか注意すべき点がある		43.4		68.9

				賛成しがたい		5.8		3.2



				自分の研究に必要であれば、積極的に利用したい

				場合によっては利用することもありうる

				たぶん利用しない



オープンサイエンスの考え方とデータの利用





他研究者の公開データ・資料の利用	データはできるだけ公開されるべきだ	50.819672131147541	27.843631778058008	

他研究者の公開データ・資料の利用	データはできるだけ公開されるべきだ	43.354350567465325	68.928121059268605	

他研究者の公開データ・資料の利用	データはできるだけ公開されるべきだ	5.8259773013871374	3.2282471626733922	







問５

								(1) 定量的な社会調査		(2) 聞き取りなどを用いた質的な社会調査		(3) 文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査		(4) 既存資料や既存の統計資料の情報をもとにした独自のデータの作成		(5) その他の種類のデータの収集

						ある		44.2		57.0		30.1		53.0		51.6

						ない		55.8		43.0		69.9		47.0		48.4



問５　これまでの研究活動



ある	

(1) 定量的な社会調査	(2) 聞き取りなどを用いた質的な社会調査	(3) 文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査	(4) 既存資料や既存の統計資料の情報をもとにした独自のデータの作成	(5) その他の種類のデータの収集	44.237074401008826	56.973518284993695	30.063051702395963	53.013871374527113	51.576292559899116	ない	

(1) 定量的な社会調査	(2) 聞き取りなどを用いた質的な社会調査	(3) 文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査	(4) 既存資料や既存の統計資料の情報をもとにした独自のデータの作成	(5) その他の種類のデータの収集	55.762925598991174	43.026481715006305	69.936948297604033	46.986128625472887	48.423707440100884	









問８(1)(2)

										(1) これまでの定量的な社会調査への参加		(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの

								1～4		51.7		45.2

								5～9		22.5		13.4

								10～19		14.3		7.4

								20以上		11.5		3.8

								ゼロ		0.0		30.3

																1以上 イジョウ		1240



参加した定量的社会調査の数



1～4	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	51.741573033707866	45.163104611923508	5～9	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	22.471910112359552	13.385826771653543	10～19	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	14.269662921348315	7.4240719910011252	20以上	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	11.51685393258427	3.7682789651293587	ゼロ	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	0	30.258717660292465	









問９分布

						調査数 チョウサ スウ		回答者 カイトウシャ

						１件 ケン		1232

						２件 ケン		583

						３件 ケン		385

						４件 ケン		237

						５件 ケン		159

						合計 ゴウケイ		2596

				年代 ネンダイ		N		％

				1989年以前		41		1.58

				1990-99		169		6.51

				2000-09		609		23.46

				2010-19		1707		65.76

				不明		70		2.70

				計 ケイ		2596		100.00







				回収票数 カイシュウ ヒョウスウ		N		％

				500未満		1547		59.59

				500以上2000未満		705		27.16

				2000以上5000未満		168		6.47

				5000以上		130		5.01

				不明 フメイ		46		1.77

				計 ケイ		2596		100.00

				保管状態 ホカン ジョウタイ		N		％

				自身が保管している		1517		58.44

				他者もしくは機関が保管している		343		13.21

				廃棄した		580		22.34

				その他		66		2.54

				不明		90		3.47

				計 ケイ		2596		100.00

				電子ファイル化 デンシ カ		N

				されている		1674

				されていない		912

				不明 フメイ		10

				計 ケイ		2596

				データ公開の状況 コウカイ ジョウキョウ		N		％

				公開中 コウカイチュウ		355		13.7

				公開準備中 コウカイ ジュンビチュウ		156		6.0

				公開していない コウカイ		2073		79.9

				不明 フメイ		12		0.5

				計 ケイ		2596		100.0

				データを公開する可能性 コウカイ カノウセイ

				可能 カノウ		79

				公開に向けたサポートがあれば可能		512

				不可能 フカノウ		920

				不明 フメイ		562

						2073





オープン✕公開

								公開中 コウカイチュウ		公開準備中 コウカイ ジュンビチュウ		公開していない コウカイ

						賛成 サンセイ		142		67		522		731

						注意すべき点がある		211		89		1473		1773

						賛成しがたい		2		0		78		80

														2584

						列1		列2		列3		列4		列5

								公開中 コウカイチュウ		公開準備中 コウカイ ジュンビチュウ		公開していない コウカイ		計 ケイ

						賛成 サンセイ		19.4		9.2		71.4		100.0

						注意すべき点がある		11.9		5.0		83.1		100.0

						賛成しがたい		2.5		0.0		97.5		100.0







11

データ公開の状況 N ％

公開中 355 13.7

公開準備中 156 6.0

公開していない 2073 79.9

不明 12 0.5

計 2596 100.0

データを公開する可能性 N ％

可能 79 3.8

公開に向けたサポートがあれば

可能
512 24.7

不可能 920 44.4
不明 562 27.1
計 2073 100.0

データ公開の状況 データ公開していない場合、
公開の可能性

人文学・社会科学系学術的調査データの現状に関する調査③


問２の回答パターン

						問２で「よくある」もしくは「ある」と回答した肢問の数 ト カイトウ シモン カズ

						肢問の数 シモン カズ		N		％

						0		595		15.0

						1		521		13.1

						2		660		16.6

						3		1014		25.6

						4		1175		29.6

						計 ケイ		3965		100.0





問２

						(1) 定量的な社会調査データ		(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ		 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料		(4)既存統計データ

				よくある		891		934		533		1037

				ある		1575		1603		1116		1894

				ない		1499		1428		2316		1034

				合計		3965		3965		3965		3965





問２　次のようなデータや資料を利用することはどの程度ありますか？



よくある	

(1) 定量的な社会調査データ	(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ	 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料	(4)既存統計データ	891	934	533	1037	ある	

(1) 定量的な社会調査データ	(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ	 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料	(4)既存統計データ	1575	1603	1116	1894	ない	

(1) 定量的な社会調査データ	(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ	 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料	(4)既存統計データ	1499	1428	2316	1034	









問３，４

						他研究者の公開データ・資料の利用		データはできるだけ公開されるべきだ コウカイ

				賛成		50.8		27.8

				原則として賛成だが、いくつか注意すべき点がある		43.4		68.9

				賛成しがたい		5.8		3.2



				自分の研究に必要であれば、積極的に利用したい

				場合によっては利用することもありうる

				たぶん利用しない



オープンサイエンスの考え方とデータの利用





他研究者の公開データ・資料の利用	データはできるだけ公開されるべきだ	50.819672131147541	27.843631778058008	

他研究者の公開データ・資料の利用	データはできるだけ公開されるべきだ	43.354350567465325	68.928121059268605	

他研究者の公開データ・資料の利用	データはできるだけ公開されるべきだ	5.8259773013871374	3.2282471626733922	







問５

								(1) 定量的な社会調査		(2) 聞き取りなどを用いた質的な社会調査		(3) 文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査		(4) 既存資料や既存の統計資料の情報をもとにした独自のデータの作成		(5) その他の種類のデータの収集

						ある		44.2		57.0		30.1		53.0		51.6

						ない		55.8		43.0		69.9		47.0		48.4



問５　これまでの研究活動



ある	

(1) 定量的な社会調査	(2) 聞き取りなどを用いた質的な社会調査	(3) 文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査	(4) 既存資料や既存の統計資料の情報をもとにした独自のデータの作成	(5) その他の種類のデータの収集	44.237074401008826	56.973518284993695	30.063051702395963	53.013871374527113	51.576292559899116	ない	

(1) 定量的な社会調査	(2) 聞き取りなどを用いた質的な社会調査	(3) 文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査	(4) 既存資料や既存の統計資料の情報をもとにした独自のデータの作成	(5) その他の種類のデータの収集	55.762925598991174	43.026481715006305	69.936948297604033	46.986128625472887	48.423707440100884	









問８(1)(2)

										(1) これまでの定量的な社会調査への参加		(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの

								1～4		51.7		45.2

								5～9		22.5		13.4

								10～19		14.3		7.4

								20以上		11.5		3.8

								ゼロ		0.0		30.3

																1以上 イジョウ		1240



参加した定量的社会調査の数



1～4	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	51.741573033707866	45.163104611923508	5～9	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	22.471910112359552	13.385826771653543	10～19	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	14.269662921348315	7.4240719910011252	20以上	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	11.51685393258427	3.7682789651293587	ゼロ	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	0	30.258717660292465	









問９分布

						調査数 チョウサ スウ		回答者 カイトウシャ

						１件 ケン		1232

						２件 ケン		583

						３件 ケン		385

						４件 ケン		237

						５件 ケン		159

						合計 ゴウケイ		2596

				年代 ネンダイ		N		％

				1989年以前		41		1.58

				1990-99		169		6.51

				2000-09		609		23.46

				2010-19		1707		65.76

				不明		70		2.70

				計 ケイ		2596		100.00







				回収票数 カイシュウ ヒョウスウ		N		％

				500未満		1547		59.59

				500以上2000未満		705		27.16

				2000以上5000未満		168		6.47

				5000以上		130		5.01

				不明 フメイ		46		1.77

				計 ケイ		2596		100.00

				保管状態 ホカン ジョウタイ		N		％

				自身が保管している		1517		58.44

				他者もしくは機関が保管している		343		13.21

				廃棄した		580		22.34

				その他		66		2.54

				不明		90		3.47

				計 ケイ		2596		100.00

				電子ファイル化 デンシ カ		N

				されている		1674

				されていない		912

				不明 フメイ		10

				計 ケイ		2596

				データ公開の状況 コウカイ ジョウキョウ		N		％

				公開中 コウカイチュウ		355		13.7

				公開準備中 コウカイ ジュンビチュウ		156		6.0

				公開していない コウカイ		2073		79.9

				不明 フメイ		12		0.5

				計 ケイ		2596		100.0

				データを公開する可能性 コウカイ カノウセイ

				可能 カノウ		79

				公開に向けたサポートがあれば可能		512

				不可能 フカノウ		920

				不明 フメイ		562

						2073





オープン✕公開

								公開中 コウカイチュウ		公開準備中 コウカイ ジュンビチュウ		公開していない コウカイ

						賛成 サンセイ		142		67		522		731

						注意すべき点がある		211		89		1473		1773

						賛成しがたい		2		0		78		80

														2584

						列1		列2		列3		列4		列5

								公開中 コウカイチュウ		公開準備中 コウカイ ジュンビチュウ		公開していない コウカイ		計 ケイ

						賛成 サンセイ		19.4		9.2		71.4		100.0

						注意すべき点がある		11.9		5.0		83.1		100.0

						賛成しがたい		2.5		0.0		97.5		100.0






問２の回答パターン

						問２で「よくある」もしくは「ある」と回答した肢問の数 ト カイトウ シモン カズ

						肢問の数 シモン カズ		N		％

						0		595		15.0

						1		521		13.1

						2		660		16.6

						3		1014		25.6

						4		1175		29.6

						計 ケイ		3965		100.0





問２

						(1) 定量的な社会調査データ		(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ		 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料		(4)既存統計データ

				よくある		891		934		533		1037

				ある		1575		1603		1116		1894

				ない		1499		1428		2316		1034

				合計		3965		3965		3965		3965





問２　次のようなデータや資料を利用することはどの程度ありますか？



よくある	

(1) 定量的な社会調査データ	(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ	 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料	(4)既存統計データ	891	934	533	1037	ある	

(1) 定量的な社会調査データ	(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ	 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料	(4)既存統計データ	1575	1603	1116	1894	ない	

(1) 定量的な社会調査データ	(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ	 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料	(4)既存統計データ	1499	1428	2316	1034	









問３，４

						他研究者の公開データ・資料の利用		データはできるだけ公開されるべきだ コウカイ

				賛成		50.8		27.8

				原則として賛成だが、いくつか注意すべき点がある		43.4		68.9

				賛成しがたい		5.8		3.2



				自分の研究に必要であれば、積極的に利用したい

				場合によっては利用することもありうる

				たぶん利用しない



オープンサイエンスの考え方とデータの利用





他研究者の公開データ・資料の利用	データはできるだけ公開されるべきだ	50.819672131147541	27.843631778058008	

他研究者の公開データ・資料の利用	データはできるだけ公開されるべきだ	43.354350567465325	68.928121059268605	

他研究者の公開データ・資料の利用	データはできるだけ公開されるべきだ	5.8259773013871374	3.2282471626733922	







問５

								(1) 定量的な社会調査		(2) 聞き取りなどを用いた質的な社会調査		(3) 文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査		(4) 既存資料や既存の統計資料の情報をもとにした独自のデータの作成		(5) その他の種類のデータの収集

						ある		44.2		57.0		30.1		53.0		51.6

						ない		55.8		43.0		69.9		47.0		48.4



問５　これまでの研究活動



ある	

(1) 定量的な社会調査	(2) 聞き取りなどを用いた質的な社会調査	(3) 文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査	(4) 既存資料や既存の統計資料の情報をもとにした独自のデータの作成	(5) その他の種類のデータの収集	44.237074401008826	56.973518284993695	30.063051702395963	53.013871374527113	51.576292559899116	ない	

(1) 定量的な社会調査	(2) 聞き取りなどを用いた質的な社会調査	(3) 文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査	(4) 既存資料や既存の統計資料の情報をもとにした独自のデータの作成	(5) その他の種類のデータの収集	55.762925598991174	43.026481715006305	69.936948297604033	46.986128625472887	48.423707440100884	









問８(1)(2)

										(1) これまでの定量的な社会調査への参加		(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの

								1～4		51.7		45.2

								5～9		22.5		13.4

								10～19		14.3		7.4

								20以上		11.5		3.8

								ゼロ		0.0		30.3

																1以上 イジョウ		1240



参加した定量的社会調査の数



1～4	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	51.741573033707866	45.163104611923508	5～9	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	22.471910112359552	13.385826771653543	10～19	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	14.269662921348315	7.4240719910011252	20以上	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	11.51685393258427	3.7682789651293587	ゼロ	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	0	30.258717660292465	









問９分布

						調査数 チョウサ スウ		回答者 カイトウシャ

						１件 ケン		1232

						２件 ケン		583

						３件 ケン		385

						４件 ケン		237

						５件 ケン		159

						合計 ゴウケイ		2596

				年代 ネンダイ		N		％

				1989年以前		41		1.58

				1990-99		169		6.51

				2000-09		609		23.46

				2010-19		1707		65.76

				不明		70		2.70

				計 ケイ		2596		100.00







				回収票数 カイシュウ ヒョウスウ		N		％

				500未満		1547		59.59

				500以上2000未満		705		27.16

				2000以上5000未満		168		6.47

				5000以上		130		5.01

				不明 フメイ		46		1.77

				計 ケイ		2596		100.00

				保管状態 ホカン ジョウタイ		N		％

				自身が保管している		1517		58.44

				他者もしくは機関が保管している		343		13.21

				廃棄した		580		22.34

				その他		66		2.54

				不明		90		3.47

				計 ケイ		2596		100.00

				電子ファイル化 デンシ カ		N

				されている		1674

				されていない		912

				不明 フメイ		10

				計 ケイ		2596

				データ公開の状況 コウカイ ジョウキョウ		N		％

				公開中 コウカイチュウ		355		13.7

				公開準備中 コウカイ ジュンビチュウ		156		6.0

				公開していない コウカイ		2073		79.9

				不明 フメイ		12		0.5

				計 ケイ		2596		100.0

				データを公開する可能性 コウカイ カノウセイ		N		％

				可能 カノウ		79		3.8

				公開に向けたサポートがあれば可能		512		24.7

				不可能 フカノウ		920		44.4

				不明 フメイ		562		27.1

				計 ケイ		2073		100.0





オープン✕公開

								公開中 コウカイチュウ		公開準備中 コウカイ ジュンビチュウ		公開していない コウカイ

						賛成 サンセイ		142		67		522		731

						注意すべき点がある		211		89		1473		1773

						賛成しがたい		2		0		78		80

														2584

						列1		列2		列3		列4		列5

								公開中 コウカイチュウ		公開準備中 コウカイ ジュンビチュウ		公開していない コウカイ		計 ケイ

						賛成 サンセイ		19.4		9.2		71.4		100.0

						注意すべき点がある		11.9		5.0		83.1		100.0

						賛成しがたい		2.5		0.0		97.5		100.0







1. 求められる取組

a. データアーカイブ機能の強化（共有化）

b. 海外発信・連携機能の強化（国際化）

c. データ間の時系列等接続関係の整備（連結化）

2. データの範囲

社会科学分野の研究のために取得・生成されたも
のであって、主に、人々の意識や態度、状態、行動
などを調査、記録した電磁的記録とし、個票データ
の他、集計データ、時系列データ及び質的データ等
も含みます。
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拠点機関の活動①



3. 具体的な取組例

初年度については、自研究所等が保有するデータに
係る各取組（アからウ）について優先的に実施可

ア．共有化

• データを長期的に保存・共有するためのシステム構
築・環境整備

• データの補定やウェイトの作成

• 個体識別の可能性が高いデータを分析する環境の
整備

• データカタログの整備、データと研究成果・論文等の
と関連づけ、DOIの付与
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拠点機関の活動②



イ．国際化

• 国際比較調査データの作成およびメタデータの作成

• データおよびメタデータの英語化

• 海外機関との連携した活動

ウ．連結化

• 政府統計データの時系列接続

• 標本調査データの累積データファイルの作成

２年度目以降については、自研究所等以外が保有す
る既存データについても収集を開始し、各取組（アか
らウ）について実施。
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拠点機関の活動③



4. 留意事項

必要に応じた専門職員等の配置を可能にした

① データ共有基盤の強化に当たり、データ・アーカ
イブ・マネージャー、データ・アーキビスト、デー
タ・ライブラリアンなど、研究者のデータ利用を
支援する者

② 研究員や専門職員など、データに付加価値をつ
けることやデータを国際化、高度化するために
必要な者

③ IT技術者など、高度なデータ利用環境の整備・
構築を支援する者

15

拠点機関の活動④



• JGSSデータを整備し、公開を希望する他機関

のデータ整備を助け、データの英語化と国際
統合データの構築を進め、累積およびパネル
データを整備し、関連文献の情報を収集・提
供する。

– JGSSデータ／EASSデータの整理・公開準備

– 地点情報を含んだデータの分析環境の整備

– 長期累積データの作成

– 他機関のデータ寄託準備、データ整理の支援
16

拠点機関１ 大阪商業大学
JGSS研究センター



• 日本におけるパネルデータに関するデータアーカ
イブの中核的な機能を担うため、データアーカイ
ブ機能の強化（共有化）と海外発信・連携機能の
強化（国際化）を進める。
– 2018年度は、同センターが保有しているパネルデータ
について機能強化の取組を進める。

– 同センターが継続的に実施しているパネル調査デー
タについても、各波のデータの準備が整い次第、順次
提供する。

– 同センター以外が保有するパネルデータについても、
「データアーカイブ機能の強化」と「海外発信・連携機
能の強化」の取組を進める。
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拠点機関２ 慶應義塾大学 経済研究所
パネルデータ設計・解析センター



• 国際的に認められうる信頼できる日本の社会科
学データアーカイブとしての地位を確立すること
を目指す。
– システムの強化・改善、英語化への対応、セキュリテ
ィの充実化をはかる。

– 国際化およびオープンサイエンス時代に対応したシ
ステム整備により、日本の人文学・社会科学研究に
貢献する。

– 新たに取り組むのは、①利用者および寄託者管理シ
ステムの強化、②セルフ・アーカイブ・システムの導
入、③リモート集計システムの強化、④メタデータの
再整備、⑤国際認証をめざしたポリシーとシステムの
整備、の5点である。
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拠点機関３ 東京大学 社会科学研究所附属
社会調査・データアーカイブ研究センター



• 政府統計データやその集計・加工データ
の利活用を促進する総合的なシステムを
構築する。
–長期間をカバーする政府統計データや調
査票情報等メタデータのデータベース化・
英語化

–政府統計個票の集計データや加工統計の
収集・整理と公開

–データの英語化や国内外への発信
–個票データの利用可能性の向上
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拠点機関４ 一橋大学経済研究所



• 拠点機関が収集・整理・公開するデータを横断的
に一括検索できる総合的なデータカタログを構築
する。現在の計画は、以下のとおりである。

– 各拠点機関から提供を受ける調査データのメタデータ
を自動的に収集する機能を持つ。

– 社会調査メタデータの国際規格であるData 
Documentation Initiative（DDI）に準じたメタデータの収
集ができること。

– 拠点機関のメタデータを収集するだけでなく、当該サ
イトにも同類のデータとメタデータを登録できるインタ
ーフェースを有すること。
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総合データカタログについて①



– 将来的な人文学への展開を見込み、DDI以外のメ
タデータスキーマにも拡張可能であること。

– 国立情報学研究所が提供する検索サービスCiNii
とのデータ連携ができること。

– 持続的な運用を見据え、オープンソースソフトウェ
アで構成されていること。

• 拠点機関以外からのメタデータも登録できるよ
うに設計する予定である。
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総合データカタログについて②



22

人文学・社会科学データインフラストラクチャー構築推進事業の
推進に向けて

＜平成３１年度の取組＞

◯ 拠点機関、NII、日本学術振興会間の連携と事業の推進に向けた協議を行
うため、連絡協議会を実施

◯ 諸外国の動向調査やデータアーカイブ機関等との連携を模索

◯ データ共有、利用、権利関係等の共通ガイドラインの検討

◯ 委託業務の継続実施
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